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本論文は、序章、第 1 章経営戦略論の生成と発展、第 2 章戦略と組織の連関性について






































図表 1 経営戦略の策定プロセスにおける  図表 2 経営戦略の実行プロセスにおける 
両者の連関性              両者の連関性 
      
(出所)筆者作成            (出所)筆者作成 
 





の適合の観点から、詳細に分析を行い、第 2 章の筆者の考察を確認した。 














































































場する前の 1979 年に出版されたアンゾフの著書 Strategic Management に求められてい
る。 
 第３章では、1988 年に創業された後、短期間で急速に成長し、2016 年には年間売上高
2602 億元（約４兆 3000 億円）を達成してアリババ集団に次いで中国第２位のネット通販
企業となった京東集団が、ケーススタディの対象として取り上げられている。ここでは、
企業規模の拡大に伴う自社物流網の整備という経営戦略が一義的に同社の機能別・地域別
組織構造を規定しているのではなく、経営戦略・組織構造・組織能力・組織文化間の均衡
が図られることによって、はじめて上記の経営戦略の策定と実行が可能であった経緯の分
析から、「戦略・組織相互作用的関係」が論証されている。 
 第４章では、第３章に対する補完的考察として、京東集団に関する事例研究からある程
度確認された「戦略・組織相互作用的関係」をより一般的にも主張しうるかを検討するた
めに、福岡県内の多様な属性をもつ中小企業 100 社の経営者・管理者から得られたアンケ
ート調査の回答が検討され、上記の関係をほぼ支持するデータが得られている。 
 以上のような論述から、冒頭に記した本論文の目的は説得的に論証されており、そのこ
とは本論文の独自性の最大の根拠となっているが、それに加えて、以下の 3 点を本論文の
斬新性として指摘できる。第１は、経営戦略を策定と実行の２プロセス、組織を組織構造・
組織能力・組織文化の３側面において捉える研究の基本的フレームワークを構想したこと
である。第２は、日本でこれまで取り上げられることの少なかった京東集団のケーススタ
ディによって仮説を検証した点である。第３は、ケーススタディの方法的制約性をアンケ
ート調査によって補完した点である。 
 もちろん、本論文においても、改善すべき点が残されていないわけではない。例え
ば、主に客観的事実を取り扱うケーススタディを補完するものとして、回答者の意識の
フィルターを通して得られる認識を取り扱うアンケート調査を対置することについて
は、説明すべきことが残されている。とはいえ、このような問題点は、むしろ今後筆者
が研究をさらに深化させる上で課題とすべきことであって、本論文の価値を減ずるもの
ではない。 
 よって本論文は、研究者として自立し優れた研究を行う筆者の能力を示していると判
断し、博士（商学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
 
 
 
